
ゆめタウンに自慢の名産品がずらり
安芸高田市いちおしフェア
　1月17日（土）と18日（日）、ゆめタウン吉田店内のゆめ
広場で、安芸高田市いちおしフェアが開催されました。こ
の取り組みは、安芸高田市観光協会に加入している事業所・
施設などが一堂に集まり、名産品や観光地など、冬のいち
おしを展示紹介・即売するもので、この度が初めての試み
でした。参加した９つの事業者は、試食や試飲などで実際
に味見をしてもらって商品をPRしていました。湯で割っ
ただし醤油を味見した人は「地元にこんなうまいものがあ
るとは知らなかった」と早速に商品に手を伸ばされていま
した。

今強く感じていること、将来の夢などを発表
第2９回青少年の声を聞く会
　１月25日（日）、青少年育成安芸高田市民会議向原支部
の主催により、向原生涯学習センターみらいにおいて青少
年の声を聞く会が開催されました。向原小・中・高の６名が
発表されました。
　向原高校３年の實
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さんは、ハンドボール部で苦
悩しながらもエースになれたこと、父親へ対する感謝の思
いを話されました。発表に共感された会場の皆さんもうな
ずかれて、純粋な思いに共感された様子でした。
　このほかにも、活動発表として丸山太鼓や書道パフォー
マンスなども披露されました。

力強い舞と楽を披露
第1５回新春高宮子ども神楽発表大会
　１月25日（日）、高宮田園パラッツォで子ども神楽発表
大会が開催されました。来女木子ども神楽同好会が「悪狐
退治」、原田子ども神楽同好会が「塵倫」、羽佐竹子ども神
楽団が「戻り橋」を披露しました。小さな身体に大きな面と
衣装は微笑ましい姿です。しかし、舞いはじめると雰囲気
は一変。立派な舞に会場からは大きな拍手が上がります。
　中学３年生は最後の大会となりますが、今後も神楽伝承
を担ってほしいという願いも込められて、一層大きな拍手
が送られていました。

サンフレ選手とコーチが根野小学校を訪問
サンフレッチェ広島　ホームタウンふれあい活動
　サンフレッチェ広島では、地域貢献活動の一環として、
県内の小学校を訪問し、ふれあい活動を通じて、子どもた
ちの夢を育み、健全育成に寄与する活動をされています。
　1月23日（金）、八千代町の根野小学校に、野津田選手、
川辺選手、宮原選手と２名のコーチが訪問されました。児
童たちは選手たちからボールを取るゲームや試合をして、
無我夢中でサッカーを楽しみました。また、３選手による
シュートの実演や見事なパスワークなど、プロの技を間近
で見ることができ、児童たちにとっては忘れられない一日
となりました。

2０1５年シーズンの活躍を誓う
サンフレッチェ広島　必勝祈願・清神社参拝
　毎年恒例となっているサンフレッチェ広島による清神社での必勝祈願が、１月24
日（土）に行われました。
　代表選手２名（千葉選手、青山選手）による絵馬奉納の後、神事と玉串奉典が厳かな
雰囲気の中行われました。玉串奉
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終了後、森保監督が来シーズンへの抱負を語り、
最後にファンと一緒に記念撮影が行われました。昨シーズンは８位という不本意な結
果に終わりましたが、サンフレッチェを応援するため清神社へ結集した約300人の
サポーターは、選手退場の際、選手らに「頑張ってね」などと熱い声援を送っていまし
た。

万が一の事態に備える
文化財防火デー訓練
　文化財防火デー（1月26日）は、昭和24年1月26日に世
界最古の木造建築物である法隆寺の金堂壁画が焼損したこと
を契機に、文化財保護の意識を高めるために制定されました。
毎年この日を中心に全国各地で防火訓練等が実施されていま
す。
　１月25日（日）、八千代町の善教寺付近一帯で、文化財防火
訓練が行われました。訓練は、火災を発見し119番通報する
ところから始まり、自主防災組織による初期消火の後、消防
署・消防団八千代方面隊による放水が行われ、万が一の事態に
備え、消防署・消防団・地域が一体となって訓練に励みました。

知りあいの方の作品を見つけて感嘆
第８回あきたかた市民文化祭展示芸術の祭典
　1月25日（日）～31日（土）、クリスタルアージョに市
民の手による創作作品が展示されました。独特の色使いが
なされた絵画の大作や力強くそして繊細に書かれた書、一
瞬の空気感を切り取った写真、見る人の心を和ませる生け
花、思わず欲しくなる工芸作品など、多くの作品が並びま
した。この展示を心待ちに訪れた方は、作品の前で足を止
めて、作品の出来栄えの良さに感心されていました。
　また、展示のほかにも、ひょっとこ踊りやもちつき、ロ
ビーコンサート等が開催されました。
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